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酸化物半導体の表面に色素を吸着
させることで発電する太陽電池

背景 色素増感太陽電池とは
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色鮮やか

使用した色素

Del-3-Sam クルクミン テルナチンB1

実験手法
カラフルな太陽電池を作る

結果

図1 各色素の光起電力特性

図2 濃度4.28×10-4 mol/Lと1.5×10-5 mol/Lのクルクミン色素
溶液を吸着させた色素増感太陽電池の光起電力特性

図3 濃度1.0×10-4 mol/Lと3.3×10-5 mol/LのDel-3-Sam色
素溶液を吸着させたDSSCの光起電力特性
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https://lovegreen.net/flower/p108831/

吸光度=モル吸光係数×長さ×濃度

色素ごとのモル吸光係数

クルクミン Del-3-Sam テルナチンB1

モル吸光係数 66000 30300 13000

モル吸光係数が高い

吸光度を1にすると・・・

濃度が低くなる
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開花時期 六月～九月 分布 熱帯や亜熱帯
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